




口出し線

各部のなまえと取付方法

－ 3 －

・器具の取付け取外しは手袋などの保護具を使用する。

けがの恐れがあります。

・壁面及び天井取付器具です。

器具質量（2 . 0㎏）に十分耐えるよう、取付ボルト

または、木ネジ取付部（ネジ掛かり代）の強度を確保する。

・取付ボルトは、W３/８または、Ｍ10 （ステンレス製）を使用する。

・木ネジは、丸木ネジの呼び４.１、長さ15ｍｍ以上（ステンレス製）

を使用する。

不備があると器具落下の原因となります。

・壁面縦取付けの場合、本体の取付けに方向性があります。

電源線引込み位置に注意する。（器具背面図及び各部のなまえ参照）

・器具には取付け方向があります。

必ずセンサ受光部が下方向となるように本体を取付ける。

壁面縦取付けの場合は、取付け方向を示すラベルの矢印が上方向

になるように本体を取付ける。（器具背面図及び各部のなまえ参照）

不備があると器具落下・感電・火災の原因となります。

・アウトレットボックス取付けする場合は右図の様な

開口部40ｍｍ以下の器具用カバーを使用し

同梱のゴムパッキンを本体裏面との間に挟み込み

ゴムパッキン接合部、電源線、取付ネジ貫通穴部を

防水シール材などで埋める。

不備があるとボックス内部に水が浸入して、

感電の原因となります。

・電源線、アース線を本体の電源穴から引き込む。

電源線を引き込む電源穴には必ず電源ブッシングを

取付ける。

・本体を取付ボルト（推奨トルク値：１.５Ｎ・ｍ）

または、木ネジで確実に取付ける。

・電源線を座金やナットで挟み込んでいないか確認する。

不備があると器具落下・感電・火災の原因となります。

・電源線送りをする場合は、アウトレットボックス等を使用して

器具外部で電源線接続を行う。

不備があると感電・火災およびセンサ機能が正常に動作しない

原因となります。

・仮吊りひもを本体の取付溝の先に確実に取付ける。（２箇所）

・点灯ユニットの取付けには方向性があるので、仮吊りひもは

本体、点灯ユニットの取付け方向を示すラベルの矢印方向を

合せて取付ける。

仮吊りひもの取付け方向は下図に準ずること。

不備があると、点灯ユニット落下の原因となります。

施工は、施工説明書にしたがい確実に行う。
施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。

警 告

１．取付前の確認

２．本体の取付

３．点灯ユニットの仮吊りひもの取付

・点灯ユニットから出ている口出し線と電源線・アース線を

接続する。

・接続部の絶縁、防水処理（融着テーピング等）を確実に行う。

・D種（第３種）接地工事が必要。

・口出し線の接続は、電気設備技術基準の省令第７条、および

同解釈第12条にしたがう。

・口出し線の線種：ビニル絶縁電線

電源線の線径：０.75ｍｍ2 アース線の線径：１.25ｍｍ２

・電源線接続後、余分な電源線は電源穴へ押し込むか、本体側

へ押しつけて処理する。

（必要な場合は防水シール材などで埋める）

不備があると器具落下・感電・火災の原因となります。

①取付方向を示すラベルの矢印方向が合っていることを確認

する。

「３．点灯ユニットの仮吊りひもの取付」図参照

②点灯ユニットを本体に嵌合させる。

③口出し線と反対側にパチンと音がするまで、スライドさせる。

④口出し線側に点灯ユニットを押し外れないことを確認する。

取付けが不完全な場合、点灯ユニット落下の原因となります。

①ネジをゆるめてセンサカバーを外す

②センサを設定する

（設定方法は４ページ：設定スイッチの動作説明参照）

③ネジをしめてセンサカバーを取付ける

取付けが不完全な場合、センサの故障・センサカバーの

落下の原因となります。

４．電源線・アース線の接続

６．センサの設定

５．点灯ユニットの取付
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正常に動作しない場合

設定スイッチの動作説明
＜点灯保持時間ツマミ＞・・・ひと検知しなくなってからの点灯保持時間

・点灯保持時間は『10秒』、『１分 』、『３分』、『６分』、『連続』の

５段階に設定できます。

・『連続』の場合、ひと検知に関係なく、周囲の明るさのみで制御を行います。

＜ＥＥセンサツマミ＞・・・点灯する明るさを設定

・点灯する周囲の明るさは、『暗』～『明』を８段階に設定できます。

設定変更後、以下のどちらかの方法で反映します。

・電源を一度切ってから再投入し、約１分後

・点灯保持時間が経過し、約１分後

・『 切 』の場合、周囲の明るさに関係なく、ひと検知のみで制御を行います。

※＜点灯保持時間ツマミ＞ を『 連続 』かつ

＜ＥＥセンサツマミ＞ を『 切 』にすると、常時点灯します。

※他の器具とセンサ感度のバラつきが生じることがあります。 

ひとがいるのに点灯しない、または、反応が鈍い

・＜ＥＥセンサ ツマミ＞を『明』方向に調整してください。

・センサ部が汚れていたら、きれいな柔らかい布でセンサ部を傷つけないように拭き取ってください。

・マフラーや傘、手袋などで顔や手が隠れている場合、ひとを検知しにくいことがあります。

・暑い日など周囲温度とひとの体温との差が小さい場合、ひとを検知しにくいことがあります。

・止まっていたり、動きの小さい場合、ひとを検知しにくいことがあります。

ひとがいないのに消灯しない

・エアコンなどの吹き出し口、風、車のヘッドライト、ペットなどの小動物に反応している場合があります。

・＜点灯保持時間 ツマミ＞が『連続』になっている場合は、『連続』以外にしてください。

・＜ＥＥセンサ ツマミ＞を『暗』方向に調整してください。

点灯、消灯直後点滅する

・器具の壁面や床面からの反射光にセンサが反応している場合があります。＜ＥＥセンサ ツマミ＞で調整してください。

改善しない場合は、器具を壁際から離すなど取付けを見直してください。

・・・・以下をご参照のうえ、原因を調査し、処置を行ってください。

※初期は上図の設定

・点灯保持時間ツマミ：『10秒』

・ＥＥセンサツマミ ：  『 切 』

連続
6分

3分
1分
10秒

点灯保持時間

暗

EEセンサ

明
切

電源投入後、約１分間（センサのウォームアップ時間）は、器具は強制的に100％点灯し、その後周囲環境の明暗に

合せてEEセンサにより制御を開始します。

使用中に消灯状態から上記ウォームアップ動作によって強制的に点灯させる場合は、電源を一度切った後、30秒以上

経過してから再び電源を投入してください。

100％点灯

消灯

ON/OFF（Nタイプ）

明るいと消灯 点灯保持時間は

100％点灯
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ひとを検知しても点灯しない

ひと検知

ひと検知で
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100％点灯

消灯

段調光（NTタイプ）（周囲が暗いときは消灯しません）
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ひと検知 ひと検知
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ひと・ＥＥセンサの動作説明
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